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ＥＲＧ理論に基づく公正関心モデル

暁静謝

１序論

２組織的公l[理論における人１１１１モデル

３異なる公I[感を有する人'１１１の欲求モデル

４公正関心モデル

５考察と結論

ｌ序論

近年、中国における多くの企業において、従業員の動機づけのため、業績に応じた賃金制度、

いわゆる成果主義賃金を導入する傾向が見られる。このような制度の導入につれて、企業の短

期的な業績が上昇する一方で、賃金の格差や従業員の離職率、不満などが増大している。一部

の人々が先に豊かになることは確かに良いことであるが、格差の深刻化がもたらす社会全体の

不公正は多くの研究者（例えば、任碧雲、2004;呉忠民、2006）の注目を集めている。彼らは

公正理論を用い、中国における社会的不公正の問題を理論上で解明しようとする。

従来、公正に関する理論について、Leventhal（l976a，1976b）やＬｉｎｄとTyler（1988）は、

公正を分配的公正と手続き的公正の２種類に分けて研究してきた。前者は、分配の結果として

受領した報酬の公正性を強調し、後者は、報酬を分配する際の手続きの公正性を重視している。

分配的公正と手続き的公正で組織における公正性を研究するのが一般的傾向であるが、これら

の２つの分野における研究は、結果志向の公正と対人関係志向の公正に対応しているという研

究も喬場している（例えば、Cropanzano,ＲｕｐｐｅｔａＬ,2001;Cropanzano,ByrneetaL,2001；

CropanzanoandRupp,2003)。さらに、1990年代に入ると、公l［研究について、これら２つ

のアプローチに加え、道徳原則による公lliアプローチが出現し、これについても多くの研究が

行われている（例えば、Folger,1994;Cropanzano,ＲｕｐｐｅｔａＬ,2001;Cropanzano,Ｂｙｒｎｅｃｔ

ａ1.,2001;CropanzanoandRupp,2003;TurilloetaL,2002)。ｉｆｉ徳ljiI則による公1[とは、人々

は自分自身の道徳観や倫理観を判断基準として、知覚された公'[のことである。この新たなア

プローチは結果志向や対人関係志lflIの公lfとは異なり、道徳的で倫Ｉｌｌ１的な関心から起こる公I［

な行釛を重要視する。しかし、これらの既存の1111論だけでは、なぜＩＩＪ囚の従業員は成果主義賃
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金制度を不公正だと考えるかを説明するのに十分ではない。

さらに、理論上から見れば、上述した３つアプローチの公正理論はそれぞれ独立している。

LindとTyler（1988）やCropanzanoとＲｕｐｐ(2003）は、より本質的な理論フレームワーで、

これらのアプローチを統合する必要があると主張しているが、そのような研究は今まで見当た

らない。

他方で、職場における動機付けにおいては、Maslow（1954）を代表とする欲求アプローチ

による説明も多く登場する。下崎（1991,34ページ）は、「欲求」を行動の選択基準のひとつ

と捉えており、行動を起こすエネルギー源として位置づけている。したがって、公團正に対する

関心や公正な行動などをもたらす、より基本的な動機は人間の欲求であるとみなすことができ

る。このことから、筆者は、欲求理論を援用し、上述した３つのアプローチの公正理論を人間

の動機から統合できると考えている。

以上で述べたように、本稿においては、組織的公正理論を職務動機づけ論における欲求系ア

プローチから研究する。そして、本稿の目的は、以下の２つである。第１に、組織状況におけ

る被分配者の視点から、欲求理論と組織的公正理論を統合することである。第２に、Alderfer

(1969）のＥＲＧ理論に基づいて、公正関心')モデルを作り、異なる欲求に支配された人々が

公正・不公正と判断した場合の反応パターンを具体的に考察することである。

上記の２点を示すために、本稿は以下の流れで展開していく。まず、従来の組織的公正理論

を紹介し、そこから導かれる命題を明らかにする。次に、欲求理論の中でも、説明性の高い

ERG理論を用いて、人間の基本的欲求を明確にし、それぞれの欲求の下で、どのような公正

性が求められるかを提示して、それらを命題として抽出する。続いて、導かれた命題に基づい

て、公正関心モデルを作成する。最後に、公正関心モデルの理論的示唆と実践的示唆の両方を

分析するとともに、何が解決すべき課題であるかを提示する。

以下では、まず公正関心モデルを展開する前に、本題において使われる公正理論と欲求理論

をレビューし、それに基づく命題を提示する。

２組織的公正理論における人間モデル

序論で述べたように、公正理論は分配的公正と手続き的公正に分類される。本節では、代表

的な分配的および手続き的公正理論を検討し、いくつかの命題を提示する。

２．１分配的公IF理論

分配的公正理論は、分配の結果として受領した報酬の公正性を強調しているため、基本的に

結果志向の公正理論アプローチであると言える。

公正研究の先駆的研究者にはＨｏｍａｎｓ（1961）とＡｄａｍｓ（1965）がいる。Ｈｏｍａｎｓ（1961）は

交換関係における分配的公正を「人々の譜活動における報酬とコストに関する分配の公正性」
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(Homans,1961,ｐ,232）と定義している。Ｈｏｍａｎｓの研究には二つの注目すべき点がある。

ひとつ目は、分配的公正の知覚を引き起こす要因となるのは、コストと報酬との比率であると

すること、２つ目は不公正に対する反応についての分析である。

Ａｄａｍｓ（1965）はＨｏｍａｎｓ（1961）の研究をさらに精微化して、衡平（equity）理論を提示

した。彼は、人々が彼らのインプットに対するアウトカムの割合（アウトカム／インプット）

と他者のそれとを比較することを強調し、比較結果が等しい時に衡平を知覚すると指摘してい

る。それに対して、比較した結果が等しくない場合、不衡平の知覚が生じ、過報酬（自身のイ

ンプットに対して受け取る報酬が他者と比べて大きい場合）あるいは低報酬（自身のインプッ

トに対して受け取る報酬が他者と比べて小さい場合）を感じる。そして、人々はこの不衡平を

解消する反応を行うというものである。

Ｈｏｍａｎｓ（1961）とＡｄａｍｓ（1965）の研究には、人間は分配された結果の公正性を判断し、

その判断に応じて反応するという共通点がある。したがって、以下の命題が導かれる。

命題ｌ：人々は、分配された結果を公''二あるいは不公正と判断し、その判断に基づいて反応

する。

また、Ａｄａｍｓ（1965）の衡平理論から次の命題を導出ことができる。

命題２：人々は、不公正な分配を受けた場合、過報酬あるいは低報酬と判断し、その判断に

基づいて反応する。

２．２手続き的公正理論

ここでは、分配的公正理論が展開された10年後に登場してきた手続き的公正の代表的な理

論を考察する。

手続き的公正とは、「分配のプロセスをコントロールする社会システムにおける手続きの構

成要素に対する個人の公正性の知覚」（LeventhaLl976b,ｐ､１６）ということである。つまり、

手続き的公正理論は、分配する時の手続きを強調する。

ThibautとWalker(1975,1978）による過程コントロール理論(processcontroltheory）は、

LindとTyler（1988）により「結果志向モデル（outcome-oriented)」や「道具的（instru‐

mental)｣、「利己主義モデル（self-interestmodel)」のひとつと呼ばれ、Tyler（1994）により

｢資源に基づくモデル（resource-basedmodel)」とも名付けられている。過程コントロール理

論は分配の過程をコントロールすることによって分配結果の公.正さを促進すると指摘する。こ

のように、このアプローチは結果志向のアプローチであると言える。

一方、Tylerらにおける代表的な手続き的公正理論は、価値表出論2）（value-expression，

1985)、集団価値論3）（groupvaluemodel，1988)、関係的モデル'）（relationalmodel,1989,

1992）と表現される。彼らの研究は、人々は分配活動を含めて、集団のさまざまな活動に参加

したい、集団における人間の相互作用を重要視すると述べる。また、Tyler（1989,1992）は、



繰常研究第60巻第１号3８

中立性、信頼、地位という集団価値モデルにおける対人関係の要素を公正判断の要因として明

らかにした。要するに、Tylerらの研究は、分配の過程における対人関係の公正の重要性を強

調することから、対人関係のアプローチであると言える。

ThibautとWalker（1975,1978）による過程コントロール理論は結果志向、Tylerらにおけ

る手続き的公正理論は対人関係を重要視するものの、それらの類似点からみると、人々は手続

き的公正性を重視することは共通している。したがって、以下の命題が生じる：

命題３：人々は、分配の手続きに対して、公正あるいは不公正と判断し、その判断基づいて

反応する。

このように、本節では、結果志向の公正理論として代表的な分配的公正理論を論じ、手続き

的公正理論において、結果志向と対人関係志向という２つのアプローチがあることを解明し、

その上、これらの理論に基づくいくつかの命題を提示した。

３異なる公正感を有する人間の欲求モデル

序論でも述べたように、公正に対する関心や公正な行動などをもたらすより基本的な要因は

人間の欲求であると考えられる。本節では、本研究の新しいフレームワークの基礎となる欲求

理論を論じ、そしてそれぞれの欲求の下で、どのような公正性が求められるかを明らかにする。

ａｌＭａｓｌｏｗの欲求５段階モデル

周知のように、Maslow（1954）は人間の欲求５段階論を提唱した。それは経営学における

人間欲求理論の出発点となり、職務動機づけ理論の基礎理論になっている5)。欲求５段階論に

よれば、人間には５つの基本的な欲求レベルがあるとされ、それらは生理的欲求、安全欲求、

所属と愛の欲求、承認欲求と自己実現欲求である。この５つの基本的な欲求は相対的な優位に

基づいて、低次元の生理的欲求から高次元の自己実現欲求まで階層的に人間の行動を支配する

とされている。

さらに、Alderfer（1969）は、Maslowの欲求５段階論に基づき、個人欲求を３つの種類に

分け、それらをまとめたＥＲＧ理論を展開した。以下では、AlderferのＥＲＧ理論を紹介する

ことで、公正関心モデルの構築の基礎となる理論的枠組みを提示する。

３．２AIderferのＥＲＧモデル

Maslow(1954）の欲求５段階論と異なり、Alderfer(1969）のERGIIN論は人間欲求を三層に

概念化するとともに、欲求の満足度とそれに伴う新たな欲求発生の関連についての見方も異なる。

3.2.1ＥＲＧ理論における欲求の分類

Alderfer（1969）は、人間には存在欲求（E）・関係欲求（Ｒ）・成長欲求（Ｇ）という３種類の



ERG理論に基づく公正関心モデル（謝） 3９

基本的な欲求があると分析する。このフレームワークはＥＲＧ理論と呼ばれている。

存在欲求は「様々な形態の物質や生理的なものに対する要求」（Alderfer，1969,pl45）か

ら成り立ち、食べ物や、水、性、金銭などを含んでいる。また、Maslow（1954）による物理的

あるいは物質的な物に関する安全欲求は、Alderferの存在欲求に属し、それらは「安全性一存

在欲求」であるとAlderfer（1969）は定義している。存在欲求の特徴のひとつは「人々の欲求

の満足は…同じ条件において自分の得たものと他者の得たものとの比較から生じる」（Alderfer

l969，ｐ､146）とされている。

関係欲求は「大切な人との関係にかかわるすべての欲求を含んでいる」（Alderfer，1969,p

l46）と分析する。さらに、Alderfer（1969）は、Maslow（1954）による対人関係の過程に関

係がある安全欲求の側面と、他者の反応から生じる承認欲求の側面の両方が、関係欲求に分類

されるべきであると述べており、それぞれを「安全性一関係欲求」と「承認一関係欲求」と呼

んでいる。関係欲求の基本的な特性は「その欲求の満足は共有あるいは相互関係の過程に依存

する」（Alderfer，1969,ｐｌ４６）のである。対人関係の過程は承認、確認、理解、および影響

の交換を含んでいる。

成長欲求はすべての「人は自分自身または環境に創造的で有益な影響を与えることに参加す

る」（Alderfer，1969,Pl46）欲求を意味する。また、Alderfer（1969）は、Maslow（1954）

による自己満足の自律性の行動を含む承認欲求の側面を「承認一成長欲求」と位置づけ、

Maslow（1954）による自己実現欲求を成長欲求の重要な部分と考えている。成長欲求を満足

させるために、人々は自分の能力を完全に活用する、あるいは自身の能力を高めることのでき

る課題に従事するべきである。したがって、「成長欲求の本質は内在的に満足することである」

(Alderfer，1969,ｐｌ５２）と述べている。

3.2.2ＥＲＧ理論と欲求５段階論との比較

以上では、AlderferのＥＲＧ理論をMaslowの欲求５段階論と関連付けて説明したが、以

下では、それをMaslowの欲求５段階論と比較する。

Alderfer（1969）によるＥＲＧ理論は、Maslow（1954）による欲求階層理論と比較すると

3点の相違がある。まず、第１点目は、ＥＲＧ理論における欲求を３種類しており、Maslow

(1954）は５種類に分類している。第２点目は、ＥＲＧ理論は低次元の欲求満足を高次元の欲求

が生起する前提としていない。第３点目は、ＥＲＧ理論は、高次元欲求の未充足が低次元欲求

を喚起すると主張している。

筆者は、欲求理論をもとに公正理論を統合する場合、Maslowの欲求５段階論よりも、

AlderferのＥＲＧ理論を結果志向の公正、対人関係の公正、道徳原則による公正という３つの

アプローチと関連づけることがより合理的であると考える。その理由は３つがある。すなわち、

第１に、ＥＲＧ理論は３つの公正理論のアプローチとの共通点が多く、それらを統合することが
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できる。第２に、Alderfer（1969）によるＥＲＧ理論における３種類の欲求の内容は、Maslow

による５種類の欲求の内容を全部含んでいる。第３に、ＥＲＧ理論はその後の実証研究（例え

ば、Alderfer，1972;Wanous，1977）によって支持されている。

この３つの理由から、次の項においてＥＲＧ理論と公正理論との関連を分析する。なお、こ

こでは、人間の欲求は、一般的にＥＲ.Ｇのいずれかによって支配されていることが多いとい

うＥＲＧ理論の主張6)を以下の分析の前提とする。

３．３ＥＲＧモデルに対応する公正理輪

上記では、MaslowとAlderferの欲求理論を分析し、ＥＲＧ理論の適用の合理性を指摘した。

以下では、すでに述べた３つの公正理論のアプローチとＥＲＧ理論の３種類の欲求を関連づけ、

異なる欲求によって支配された人間の公正に対する関心の特徴を解明する。

3.3.1存在欲求と結果志向の公正

ＬｉｎｄとTyler（1988）によると、人々は「根本的に自分の報酬に関心を持つ」（Lindand

Tyler,1988,ｐ､222）ため、「結果志向」の公正に関心を持つという特徴がある。つまり、結果

志向の公正理論は、行動の報酬のような結果の公正性を強調する。次で分析するが、この考え

方は基本的に存在欲求と関連づけることができる。また、結果志向の公正理論は分配的公正

の諸理論（例えば、Homans,1961;Adams,1965lLerner,1974;LeventhaLl976a;Walster

eta1.,1973,1978）と手続き的公正理論の一部（例えば、ThibautandWalker,1975,1978；

CropanzanoandRupp,2003）を含んでいる。この２種類の理論と存在欲求との関連は以下

のとおりである。

まず、先述のとおり、Ｈｏｍａｎｓ（1961）による分配的公正理論とＡｄａｍｓ（1965）による衡平理

論は、公正知覚が他者との比較から生じると主張する。この主張はAlderferによる「存在欲求

の満足は…同じ条件において自分の得たものと他者の得たものとの比較から生じる」（Alderfer

l969,ｐ､146）という特徴と一致している。また、分配的公正には、いくつかの公正判断のルー

ルがあるが、それらの諸理論（例えば、Adams,1965;Lerner,1974;LeventhaL1976a）は、

分配結果の公正を重視する点においては共通している。Walsterら（1973,1978）によると、

他者と相互作用する際に、人々は自己利益の最大化を求める。そして、その'三|的を達成するた

め、「自分が公正的に行動しながら、他者からの公正的な行為をも期待している」（Tyler,1994,

p､851）と述べる。同様に、物画的欲求に支配された人々は、より多くの報酬を得るために動

機づけられることがよくある。なぜならば、より多くの報酬は彼らが生存するのに必要なもの

だからである。

第２に、ThibautとWalker（1975,1978）による過程コントロール理論は、利益をめぐって

対立した人は過程コントロールを通じ、有利または公正な報酬を得ようとすると二}Ｚ張している。
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したがって、過程をコントロールする目的は個人の自己利益の獲得なのである。同様に、存在

欲求に支配された人々は、同じような物質的な自己利益の獲得を追求する動機を持つ。

第３に、CropanzanoとＲｕｐｐ（2003）は、社会的交換理論を組織的公正に応用する時、関係

性を２種類に分けなければならないと述べている。その２種類の関係は、経済的交換関係と社

会的交換関係であり、前者は「どちらかというと有形で、多くは金銭的利益の交換」（Cropanzano

andRupp,2003,ｐ､85）を指していると述べている。同様に、存在欲求は最も有形な欲求であ

るとAlderfer（1969,ｐｌ５１）は主張している。

要するに、前述したような類似点から見ると、存在欲求によって支配された人々は、物質的

な満足を求めているので、行動の報酬のような結果を重要視して、結果志向の公正に関心を持

つということがわかる。それゆえ、以下の命題が生じる。

命題４：存在欲求によって支配された人々は、物質的な満足を求めているので、主として結

果志向の公正に関心を持つ。

3.3.2関係欲求と対人関係の公正

対人関係の公正7)理論は、価値表出理論、集団価値理論、関係的モデル、相互作用モデル

(Interactionalmodel)8)と社会的交換理論における社会的交換関係の側面9)を含んでいる。

まず、価値表出理論によると、人間は手続の結果を問わず、自分の考えを表す機会を重んじ

るとのことである。他方、「人々は互いに彼らの考えと気持ちを共有することによって関係欲

求を満たすと思われ｣、また「関係欲求を満たす結果として、それぞれの人に対して、いつも

プラスの影響をもたらすというわけではない」（Alderfer，1969,ｐｌ４６）ということから次の

ことを分析できる。すなわち、関係欲求の満足は、結果からではなくて、考えなどを共有する

ことから生じる。この点は、上述した価値表出理論の主張とほぼ同じである。

つぎに、人々が「彼らのグループの一員である資格に関する安定性」（LindandTyler,1988,

ｐ232）を重視するという集団価値モデルの主張は人間関係の重要性を強調する。さらに、人

間関係と関係のある安全欲求というAlderfer(1969）の安全性一関係欲求も人間関係の重要性

を指摘する。また、集団価値モデルは、人々は過程コントロールを通して「グループの活動に

参加する機会」（LindandTyler,1988,ｐ232）を重視すると主張している。同様に、Alderfer

(1969）は、関係欲求の満足は「共有あるいは相互関係の過程に依存する」（Alderfer,1969,p

l46）と述べている。すなわち、対人関係の相互作用を重視するという点において、集団価値

モデルと関係欲求の満足の両方は共通している。

さらに、Tyler（1989）の関係的モデルとＢｉｅｓとＭｏａｇ（1986）の相互作用モデルの両方は、

人々が彼らのグループ内の地位に関する情報に関心を持ち、丁寧で礼儀正しい取り扱いを公正

だとみなすと指摘する。同様に、他者の反応に依存するという尊重の面も承認一関係欲求の重

要な部分である。すなわち、相互作用モデルと承認一関係欲求の両者は、対人関係における尊
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童を強調している。

最後に、CropanzanoとＲｕｐｐ（2003）は、社会的交換関係は「比較的抽象的な利益、感情

的な愛着…にかかわる」（CropanzanoandRupp,2003,ｐ､８５）と述べている。それに該当す

る関係欲求の同様な特徴は「有形性があまり見られない」（Alderfer11969,ｐｌ５１）という点

がある。

要するに、上述の考察からみれば、関係欲求によって支配された人々は、人々との関係が大

切な事だと考えているため、対人関係の公正に注意が払われると結論づけることができよう。

それゆえ、命題５が説明できる。

命題５：関係欲求によって支配された人々は、人々との関係を重要視するので、主として対

人関係の公正に関心を持つ。

3.3.3成長欲求と道徳原則による公正

まず、ここでは道徳原則による公正を主張するLeventhal（1976b)、Folger(1994,1998)、

Cropanzanoら（2001b，2003）の研究を見ていこう。

Leventhal（1976b）は、「個人が受け入れた道徳と倫理的価値観」（LeventhaLl976b,ｐ､４１）

を手続き的公正の判断基準の主要なものと見なした。さらに、彼は「実利的な目標が達成され

なくても、公正と正義に関する真の関心によって動機づけられた公正な行動は、持続する傾向

がある」（LeventhaL1976b,ｐ､42）とも指摘し、「特定な時間において…さまざまな社会的コ

ンテクストにおいて公正に強い配慮をはらっている個人もいる」（LeventhaL1976b，ｐ､４２）

と考える。

Folger（1994,1998）による研究は、人々は人間としての尊厳と価値を尊重するため、公正

に関心を持ち、そして、美徳（virtue）そのものは報酬として機能する場合があると指摘して

いる。しかも、Cropanzanoらはそのような見解を「精神的な美徳モデル｣'0)または「道徳原

則による公正｣'１)と呼んでいる。道徳原則による公正では、内面化された道徳的基準を受け入

れる人々、あるいは倫理基準に関心を持つ人々は、「道義に心を引かれるので、しばしば公正

に行動し、不公平に反発する」（CroponzanoandRupp，2003,ｐ､86）と主張する。

上記の研究は個人が自身の純粋な公正観によって公正を判断し、行動することを示している。

しかし、他の研究者による異論もある。例えば、ColquittとGreenberg(2001）は、それらは

すべて表面的な公正的行動であり、ただ自己イメージを維持する個人の希望から由来するのみ

のこともあると批判する。このように、多様な議論はあるが、成長欲求の側面から捉えると、

これらの主張を統合することができる。

Alderfer（1969）によると、Maslow（1954）による自己実現欲求と自律的な自己達成活動を

表す承認欲求の側面は成長欲求に属するという。一方、自己実現の欲求に支配された人々は、

｢いつも内発的に行動する」（Maslow,1954,ｐ208)。このような特徴は内面化された公正に動
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機づけられた人と同様である。また、「彼ら（自己実現する人）は、損害や不公正なことから

他者を保護するように努力する場合もある」（Maslow，1954,ｐ､210)。それは、まさに「さま

ざまな社会的コンテクストにおいて公正に強い配慮をはらっている個人」（Leventhal，1976b，

p､４２）の特徴であり、「道義に心を引かれるので、しばしば公正に振る舞い、不公平に反発す

る」（CroponzanoandRupp，2003,ｐ,86）姿なのである。このように、成長欲求によって支

配された人間は、主として道徳原則による公正に関心があるという結論が成り立つ。

一方、「なりたい（人間の）ようになろうとするために、その機会を探す」（Alderfer，1969,

pl47）といった成長欲求に支配された人間は、自己イメージを維持する動機を持つことがあ

るとみなすのは、合理的であると言えよう。

以上のことから、ＥＲＧ理論における成長欲求を用いて、道徳原則による公正を主張する

Leventhal（1976b)、Cropanzanoら（2001,2003)、Folger（1994,1998）たちの議論を説明す

ることができるし、ColquittとGreenberg(2001）の反論も説明することができる。

このように、成長欲求によって支配された人々は、「…理性的な問題や倫理についての基本

的な問題などに関心を持ち…」（Alderfer，1969,ｐ､212)、「人類を助けようとする真の望みを

持っている」（Alderfer，1969,ｐ217）という特性があるため、道徳原則による公正に心を引

かれると結論づけることができる。それゆえ、命題６を導出することができる。

命題６：成長欲求によって支配された人々は、人類への奉仕や倫理的問題を重要視するので、

主として道徳原則による公正に関心を持つ。

本節においては、ＥＲＧ理論で示された３つの人間の欲求と３つのアプローチの公正理論と

の関係を３つの命題で関連づけることができた。以下では、今まで述べてきた６つの命題に基

づく公正関心モデルを詳述する。

４公正関心モデル

これまでの第２節では人間の公正判断に関する３つの命題を提唱し、第３節では、ＥＲＧ理

論と公正理論のアプローチを３つの命題で関連づけた。本節では、これらの命題に基づき、本

稿で主張する公正関心モデルを論じていく。

４．１モデルの構築の前提、視点及び研究の範囲

第２，３節で提示した６つの命題は本節において構築する公正関心モデルの前提となる。こ

れらの命題からみると、公正あるいは不公正な事象への人々の反応が、彼らの公正判断の結果

および彼らの欲求満足に基づくということがわかる。そして、ＥＲＧ理論において異なった欲

求レベルに属する人間は、彼らの公正に対する関心の側面（命題４～６を参照）とその反応

(命題１～３を参照）はこの欲求レベルに従うと考える。さらに、条件の組み合わせが同様な場

合、同じ種類の欲求によって支配された個々人は、同じパターンで反応すると考える。筆者は、
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これらのパターンを公正関心モデルと呼ぶ。

すなわち、公正関心モデルは、被分配者の欲求の視点から、公正理論と欲求理論とを統合す

るモデルである。

公正関心モデルの研究範囲として、３つの点を注意すべきである。まず、このモデルは、被

分配者の分配結果について、どのように公正を知覚するかから始まり、公正判断の過程におい

て生じる異なる反応のパターンをいくつかの段階に分類して、研究している。また、分配公正

の知覚対象となるのは、物質的な利益だけでなく、業績評価、昇格、昇進などの組織における

人事決定も含む。最後に、異なる欲求に支配された人々が分配的公正や手続き的公正を判断す

る際の心理的プロセスに関わるものは本研究範囲を超えるので、捨象する。

４．２存在欲求に支配された人間についての公正関心モデル

このモデルの基本的な前提は、存在欲求によって支配された人々（以下個人モデルＩと明記）

は、主に結果志向の公正に関心を持つということである。言い換えれば、手続き的公正よりも

分配的公正を重視するとのことである。しかし、彼らが分配的不公正と知覚すると、分配手続

きにおける問題点を調べ、過程コントロールを通して分配的公正を回復しようとする。個人モ

デルＩの反応パターンは、表１で示している４種類のパターンにまとめることができる。

表１存在欲求に支配された人間についての公正関心モデル１

lll所）筆者作成

個人モデル

Ｉ

分配的公正

についての

知覚

分配の結果

の有利さ

手続き的公正

についての

知覚

公正・不公正の

知覚に対する

反応・行動

反応と欲求との

関係

パターン

存在欲求

に支配さ

れた人々

公

不公

省略
￣

戸

過報酬

省略
￣

戸

低報酬

公

不公正

結果を受け入

れる

結果を受け入

れる

分配結果に不

満を言い、手続

きの欠陥を

探す

分配と手続き

の不公正の両

方を批判し、

行動する

現時点の欲求を

満足させるため

現時点の存在欲

求満足の利益の

ため

不利な結果を是

正しようとする。

現時点の欲求を

満足させるため

不利の結果を是

正しようとする。

現時点の存在欲

求を満足させる

ため

1-1

1-2

1-3

1-4




















